
プロダクト開発
ニーズ発のプロダクト選定

Scrum運営に役立つツールの開発
全員でコーディング、顧客との対話

 目的と方針（Scrumラーニングと３つの柱）

 活動と成果（実践ありきの学修）

 成果物（顧客ニーズ対応とWebアプリケーション）

PC利用 SP利用

 　Scrumの時間管理の課題から生まれた、予
め複数フェーズの時間を一括設定することによ
り、作業中に素早くフェーズと時間を確認できる
ようにサポートするタイマーツール
　WebSocket技術を利用したウェブアプリであ
り、場所を問わず、手軽にチームメンバーとリア
ルタイムな時刻情報共有ができる。「Scrum
ラーニングのSprint管理」での利用から、他分
野にも展開可能である。

Agile Sprint Timer

・多様な価値観やスキルの人材、多様なニーズの顧客との「対話/情報共有に基づく効率的/効果的な開発」を目指す。
・Scrum未経験者チームのため、「学習/試行→課題認識→課題分析→プロセス改善」を繰り返しながら学ぶ。
・全員がコーディングとマネジメントに関わり、各自の「学修意欲や成長を重視」し苦手分野にも敢えて挑戦する。

【目的】

ニーズ：多国籍の当PBLチーム運営において、
言葉の壁により、意思が伝わりにくい

プロダクト①：意思決定をサポートする会議支援
ツール"時間と意見ぴったり"「Pitari」

ニーズ：スクラム教育の場で、学生の理解にサ
ポートするタイマーがほしい

プロダクト②：スクラムラーニングをサポートする
タイマーツール「Agile Sprint Timer」

ニーズ：写真のシェアを通じ内輪の仲間や世代
を超えて共通の趣味で繋がりたい

プロダクト③：顧客と作る高品質な画像共有と
SNS機能を揃えたアプリ「Mt.Photo」

Scrumによるプロダクト開発の実践を通し、アジャイル型方法論の本質を理解し、
実際の業務で利用できるレベルの実践力（開発スキルおよびマネジメント手法）を身につける。

　未経験のScrum運営

の試行を兼ねて開発し
た、多国籍チームでの
意思決定をサポートす
る会議支援ツール
　開発には「モブプロ」
を導入し、メンバーの技
術力の差がある中で挑
戦した。

Pitari

時間ぴったり
意見ぴったり

Mt.Photo

　顧客ニーズから、ユーザーと共に開発した、
特定ジャンルの写真で属性を超えてつながれる
 Social Networking Service（SNS）
　Webブラウザ、モバイルアプリケーションからアク
セスでき、写真に特化したコミュニティ基盤としての
機能を提供。コアユーザーを対象とした「高解像度
の画像投稿、Exifを活用した写真データの詳細管理
機能」なども利用できる。　開発ではユーザーストー
リーマッピングとPBI管理を連動させ、ツールの重要
性を認識した。

　前期は全員が初めてのScrumをまずは経験す
ることを重視し、PBL運営の課題解決をテーマに
プロダクトを決定。学修意欲に基づき全員でコー
ディングと運営を実践。後期は前期のScrumラー
ニングを通じて得た課題から、Scrum/アジャイル
開発に役立つ方法論とツールの検討/開発につ
いて、顧客との継続的な対話を重視した実践を
行うことができた。

Scrum運営
多様なメンバー

時間管理とPBI管理の課題認識
顧客、開発者、学修者の視点

活動：技術力の差を補い合うために、「モブプロ」
を導入して開発し、その効果を検証

成果：そのPBLでの効果や課題について体験的
に学び、FIT論文にまとめて発表

活動：PBI(プロダクトバックログ)の管理の複数
手法を試行し、より効率的な方法を検証

成果：ユーザーストーリーマッピング導入で顧客
とチームの認識齟齬や手戻り防止を実現

活動：Scrumの時間厳守実践のため、タイマー
活用、短時間スプリント導入を試行

成果：Scrumラーニングのチーム活動で、短時
間スプリントや専用タイマーの効果を経験

　多国籍で技術力差のある6名全員がScrum未
経験であり、その基本について「実践ありき」で学
修。自己組織化と時間管理、共通認識を重視し
て進め、初心者や学修の場におけるScrum運営
の課題に直面した。課題分析を徹底的に行い、
後期はその解決のため、時間管理とPBI管理の2
課題を設定し、顧客視点を重視したScrum実践
に繋げることができた。

技術検証/実践
アジリティ向上技術の検証
継続的インテグレーション

マイクロサービス、未経験技術への挑戦

　PBL初期にアジャイル開発のXP(eXtreme 
Programming)のPracticeであるソースコードの
共同所有や継続的インテグレーションなどのた
め、研究室に検証サーバーを構築した。
プロダクト開発では必要に応じてアジリティ向上
技術の検証・実践を行い、マイクロサービスに
チャレンジ。また各自の学習意欲を重視し未経験
技術の修得も行うことができた。

【方針】 「Scrum運営、プロダクト開発、技術検証」の３つの柱に基づき、「実践ありき」で学ぶ。
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